
レベルⅠ レベルⅡ〔経験者〕 レベルⅢ〔リーダー〕
●組織・看護部の理念と目標を理解する
●看護ケアに携わるものとしての心構え、姿勢について理
解する
●看護助手としての業務に必要な知識・技術を身につける
●チームワークの必要性を認識し、医療チームメンバーの
一員として協働することができる

●組織・看護部の理念と目標を理解して自らの目標を立案す
る
●看護助手業務について必要な知識・技術を取得し、業務の
効率を考えながら行動する
●チームのメンバーとしての意識を高め、主体的に行動する
●診療報酬の看護補助者加算について意識することができる

●看護助手業務について、必要な知識・技術を習得し、業務
の効率を考えた行動を看護助手のリーダーとして実践・指導
することができる
●看護助手のリーダー的役割を理解し、医療チームの一員と
して協働できる
●診療報酬の看護補助者加算について理解することができ
る

看護補助
業務実践
能力

行
動
目
標

①マニュアルに沿って、看護師の指示の下、基本的な日常
生活援助ができる。
②日常生活援助について、看護師に指示された範囲の業務
の実践・報告・相談ができる。
③スタンダードプリコーションの基本を実践することができ
る。
④安全対策について理解し、指導の下、実施することができ
る。
⑤診療材料・消耗品・衛生材料などの補充や仕分けをする
ことができる。

①日常生活援助の基本的技術を習得していて正確に実施す
ることができる。
②日常生活援助について、看護補助者として決められた業務
を確実に遂行し、適切に報告・連絡・相談することができる。
③感染対策についての知識を習得し確実に実施することがで
きる。
④安全対策について理解し、確実に実施することができる。
⑤診療材料・消耗品・衛生材料の補充や定数管理を適切に行
うことができる。

①日常生活援助の基本的技術を習得し、向上心をもって業
務の見直し・改善ができる。
②日常生活の中で、規定範囲内の業務を理解し、主体的に
実践でき的確に報告・連絡・相談ができる。
③感染対策について理解し、主体的に実践し後輩指導がで
きる。
④医療安全について理解し、主体的に安全対策に取り組む
ことができ、後輩に指導できる。
⑤診療材料・消耗品・衛生材料の管理を担うことができる。

組織的
役割遂行
能力

行
動
目
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①危機管理意識を持ち、看護助手の役割を理解し、指導・
支援を受けながら行動できる。
②医療従事者としての自覚を持ち、倫理について考えていく
ことができる。
③医療チームのメンバーとして、多職種と適切なコミュニ
ケーションをとることができる。

①危機管理意識を持ち、看護チームの一員として、日常的な
組織的役割を意識していくことができる。
②医療従事者としての自覚を持ち、倫理に基づいた行動をす
ることができる。
③医療チームメンバーの一員として、多職種と良好な関係を築
くことができる。

①危機管理意識を持ち、看護チームの一員として、組織的役
割を遂行できる。
②倫理的感受性を持って行動すると共にスタッフ指導ができ
る。
③組織の発展を考えて他者と良好な関係を築くことができ
る。

自己教育
能力

行
動
目
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①年に２回以上の院内研修に参加して看護助手としての基
礎を学ぶことができる。
②看護助手手順を活用し知識・技術を習得することができ
る。

①看護助手として、自己能力を高める意識を持つことができ
る。
②オリエンテーション終了後の新人看護助手へアドバイスがで
きる。
③院外研修に視野を広げ、知識を習得することができる。

①看護助手として、意欲的に自己研鑽することができる。
②知識やスキルを新人看護助手に指導できる。
③新人看護助手へオリエンテーションし、評価できる。
④院外研修に積極的に参加し、自己研鑽することができる。

院内教育
全レベル
共有

院外

佐渡市立両津病院　看護助手のキャリアラダー

安全・感染全体講習会年２回必須参加。看護助手対象研修会年２回参加。

院外研修・講習会など

能力項目

レベル

到達目標


